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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特徴パラメータ情報を取得する測定部と、
　前記測定部により取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子
を複数種類に分類し、分類された粒子を計数し、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ
情報に関する分布状態を示す粒子分布図を生成する制御部と、
　前記制御部により生成された前記粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞ
れの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示する表示部と、
　入力部と、
　を備え、
　前記粒子分布図は、前記制御部により粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子
集団を含み、
　前記制御部は、前記表示部に表示された前記粒子分布図が前記入力部により指定される
と、分類されたそれぞれの粒子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に
示された各粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させる、
　試料分析装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記説明情報が前記表示部に表示されている場合において、前記入力部
による前記指定が解除されると、前記説明情報の表示を終了するように構成されている、
請求項１に記載の試料分析装置。
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【請求項３】
　前記制御部は、前記粒子分布図の上に前記説明情報を重ねて前記表示部に表示させるよ
うに構成されている、請求項１又は２に記載の試料分析装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１表示領域の一部に前記粒子分布図を表示させ、且つ、前記第１
表示領域における前記粒子分布図が表示されている部分の外側に、前記説明情報を表示さ
せるように構成されている、請求項１乃至３の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記粒子分布図における各粒子集団の外側に、対応する前記説明情報を
表示させるように構成されている、請求項１乃至４の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記粒子分布図における各粒子集団と、対応する前記説明情報とを結ぶ
線分を、前記第１表示領域に表示させるように構成されている、請求項１乃至５の何れか
１項に記載の試料分析装置。
【請求項７】
　前記制御部は、粒子の計数結果が異常か否かを粒子の種類毎に判定し、計数結果が異常
である粒子の種類が存在する場合に、計数結果が異常である粒子の種類に関連づけて、計
数結果の異常を示す計数異常情報を含む前記説明情報を前記表示部に表示させるように構
成されている、請求項１乃至６の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項８】
　前記制御部は、粒子の分類結果が異常か否かを判定し、分類結果が異常である場合に、
前記粒子分布図における当該分類結果の異常が発生した位置に関連付けて、当該分類結果
の異常を示す分類異常情報を含む前記説明情報を前記表示部に表示させるように構成され
ている、請求項１乃至７の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項９】
　前記測定部は、前記試料を測定し、互いに異なる第１及び第２特徴パラメータ情報をそ
れぞれ取得するように構成されており、
　前記制御部は、前記粒子分布図として、第１軸が前記第１特徴パラメータ情報を示し、
第２軸が前記第２特徴パラメータ情報を示すスキャッタグラムを生成するように構成され
ている、請求項１乃至８の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記粒子分布図として、前記特徴パラメータ情報に関するヒストグラム
を生成し、生成された前記ヒストグラムのピークを検出し、検出されたピークに関する情
報を含む前記説明情報を、前記表示部に表示させるように構成されている、請求項１乃至
９の何れか１項に記載の試料分析装置。
【請求項１１】
　粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特徴パラメータ情報を取得する測定部と、
　前記測定部により取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子
を複数種類に分類し、分類された粒子を計数し、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ
情報に関する分布状態を示す粒子分布図を生成する制御部と、
　前記制御部により生成された前記粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞ
れの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示する表示部と、
　入力部と、
　を備え、
　前記粒子分布図は、前記制御部により粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子
集団を含み、
　前記制御部は、前記表示部に表示された前記粒子分布図に示された複数の粒子集団の何
れかが前記入力部により指定されると、指定された粒子集団に対応する粒子の種類名を含
む説明情報を、前記粒子分布図における前記指定された粒子集団の位置に関連付けて前記
第１表示領域に表示させる、
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　試料分析装置。
【請求項１２】
　粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特徴パラメータ情報を取得するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類
し、分類された粒子を計数するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情
報に関する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む
粒子分布図を生成するステップと、
　生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子の種類名及び
粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示部に表示させるステップと、
　前記表示部に表示されている前記粒子分布図が指定されると、分類されたそれぞれの粒
子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に示された各粒子集団の位置に
関連付けて前記第１表示領域に表示させるステップと、
　を備える粒子分布図表示方法。
【請求項１３】
　粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特徴パラメータ情報を取得するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類
し、分類された粒子を計数するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情
報に関する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む
粒子分布図を生成するステップと、
　生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子の種類名及び
粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示部に表示させるステップと、
　前記表示部に表示されている前記粒子分布図に示された複数の粒子集団の何れかが指定
されると、指定された粒子集団に対応する粒子の種類名を含む説明情報を、前記粒子分布
図における前記指定された粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させるス
テップと、
　を備える粒子分布図表示方法。
【請求項１４】
　表示装置と入力装置とを備えるコンピュータに、
　粒子を含む試料を測定することによって得られた粒子に関する特徴パラメータ情報を取
得するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類
し、分類された粒子を計数するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情
報に関する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む
粒子分布図を生成するステップと、
　生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子の種類名及び
粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を前記表示装置に表示させるステップと、
　前記表示装置に表示されている前記粒子分布図が前記入力装置により指定されると、分
類されたそれぞれの粒子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に示され
た各粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させるステップと、
　を実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　表示装置と入力装置とを備えるコンピュータに、
　粒子を含む試料を測定することによって得られた粒子に関する特徴パラメータ情報を取
得するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類
し、分類された粒子を計数するステップと、
　取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情
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報に関する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む
粒子分布図を生成するステップと、
　生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子の種類名及び
粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を前記表示装置に表示させるステップと、
　前記表示部に表示されている前記粒子分布図に示された複数の粒子集団の何れかが前記
入力装置により指定されると、指定された粒子集団に対応する粒子の種類名を含む説明情
報を、前記粒子分布図における前記指定された粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示
領域に表示させるステップと、
　を実行させる、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粒子を含む試料を分析することにより粒子分布図を生成し、粒子分布図を表
示する試料分析装置及び粒子分布図表示方法、並びに、コンピュータに粒子分布図を表示
させるコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、血液、尿、工業粉体等の粒子を含む試料を分析し、スキャッタグラム、ヒス
トグラム等の粒子分布図を作成し、その粒子分布図を表示する試料分析方法及び試料分析
装置が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１には、末梢全血試料に含まれる粒子を赤血球、血小板、網赤血球、未成熟網
赤血球、及び白血球に分類し、それぞれの種類の粒子を色分けしたスキャッタグラムを表
示する方法が開示されている。
【特許文献１】特開平６－２７０１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、かかる試料分析装置にあっては、その装置の操作に習熟した者でなけれ
ば、その装置によって表示された分析結果画面の内容を理解することは容易ではない。例
えば、上記特許文献１に記載された方法により粒子の種類毎に色分けされたスキャッタグ
ラムが表示されても、どの色がどの種類の粒子を示しているのかを知らなければその分析
結果の内容を把握することはできない。このため、その装置に不馴れなユーザは、その装
置の取扱説明書を参照する等して分析結果画面に表示される粒子分布図の表示方法につい
て調べなければならないという不都合があった。
【０００５】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その主たる目的は、粒子分布図の視
認性を確保しつつ、装置の操作に不馴れなユーザにとっても、試料の分析の結果得られた
粒子分布図の内容を容易に把握することができる試料分析装置、粒子分布図表示方法、及
びコンピュータプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するために、本発明の一の態様の試料分析装置は、粒子を含む試料
を測定し、粒子に関する特徴パラメータ情報を取得する測定部と、前記測定部により取得
された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類し、分
類された粒子を計数し、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情報に関する分布状態を
示す粒子分布図を生成する制御部と、前記制御部により生成された前記粒子分布図を含む
第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを
有する画面を表示する表示部と、入力部と、を備え、前記粒子分布図は、前記制御部によ
り粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含み、前記制御部は、前記表示
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部に表示された前記粒子分布図が前記入力部により指定されると、分類されたそれぞれの
粒子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に示された各粒子集団の位置
に関連付けて前記第１表示領域に表示させる。
【０００９】
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記説明情報が前記表示部に表示されてい
る場合において、前記入力部による前記指定が解除されると、前記説明情報の表示を終了
するように構成されていることが好ましい。
【００１０】
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記粒子分布図の上に前記説明情報を重ね
て前記表示部に表示させるように構成されていることが好ましい。
【００１１】
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記第１表示領域の一部に前記粒子分布図
を表示させ、且つ、前記第１表示領域における前記粒子分布図が表示されている部分の外
側に、前記説明情報を表示させるように構成されていることが好ましい。
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記粒子分布図における各粒子集団の外側
に、対応する前記説明情報を表示させるように構成されていることが好ましい。
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記粒子分布図における各粒子集団と、対
応する前記説明情報とを結ぶ線分を、前記第１表示領域に表示させるように構成されてい
ることが好ましい。
【００１５】
　また、上記態様においては、前記制御部が、粒子の計数結果が異常か否かを粒子の種類
毎に判定し、計数結果が異常である粒子の種類が存在する場合に、計数結果が異常である
粒子の種類に関連づけて、計数結果の異常を示す計数異常情報を含む前記説明情報を前記
表示部に表示させるように構成されていることが好ましい。
【００１６】
　また、上記態様においては、前記制御部が、粒子の分類結果が異常か否かを判定し、分
類結果が異常である場合に、前記粒子分布図における当該分類結果の異常が発生した位置
に関連付けて、当該分類結果の異常を示す分類異常情報を含む前記説明情報を前記表示部
に表示させるように構成されていることが好ましい。
【００１７】
　また、上記態様においては、前記測定部が、前記試料を測定し、互いに異なる第１及び
第２特徴パラメータ情報をそれぞれ取得するように構成されており、前記制御部が、前記
粒子分布図として、第１軸が前記第１特徴パラメータ情報を示し、第２軸が前記第２特徴
パラメータ情報を示すスキャッタグラムを生成するように構成されていることが好ましい
。
【００１８】
　また、上記態様においては、前記制御部が、前記粒子分布図として、前記特徴パラメー
タ情報に関するヒストグラムを生成し、生成された前記ヒストグラムのピークを検出し、
検出されたピークに関する情報を含む前記説明情報を、前記表示部に表示させるように構
成されていることが好ましい。
　また、本発明の他の態様の試料分析装置は、粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特
徴パラメータ情報を取得する測定部と、前記測定部により取得された特徴パラメータ情報
に基づいて、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類し、分類された粒子を計数し、前
記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情報に関する分布状態を示す粒子分布図を生成する
制御部と、前記制御部により生成された前記粒子分布図を含む第１表示領域と、分類され
たそれぞれの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示する表示
部と、入力部と、を備え、前記粒子分布図は、前記制御部により粒子が分類された種類毎
に形成された複数の粒子集団を含み、前記制御部は、前記表示部に表示された前記粒子分
布図に示された複数の粒子集団の何れかが前記入力部により指定されると、指定された粒
子集団に対応する粒子の種類名を含む説明情報を、前記粒子分布図における前記指定され
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た粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させる。
【００１９】
　本発明の一の態様の粒子分布図表示方法は、粒子を含む試料を測定し、粒子に関する特
徴パラメータ情報を取得するステップと、取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前
記試料に含まれる粒子を複数種類に分類し、分類された粒子を計数するステップと、取得
された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情報に関
する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む粒子分
布図を生成するステップと、生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそ
れぞれの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示部に表示させ
るステップと、前記表示部に表示されている前記粒子分布図が指定されると、分類された
それぞれの粒子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に示された各粒子
集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させるステップと、を備える。
　また、本発明の他の態様の粒子分布図表示方法は、粒子を含む試料を測定し、粒子に関
する特徴パラメータ情報を取得するステップと、取得された特徴パラメータ情報に基づい
て、前記試料に含まれる粒子を複数種類に分類し、分類された粒子を計数するステップと
、取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情
報に関する分布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む
粒子分布図を生成するステップと、生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類さ
れたそれぞれの粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を表示部に表
示させるステップと、前記表示部に表示されている前記粒子分布図に示された複数の粒子
集団の何れかが指定されると、指定された粒子集団に対応する粒子の種類名を含む説明情
報を、前記粒子分布図における前記指定された粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示
領域に表示させるステップと、を備える。
【００２０】
　本発明の一の態様のコンピュータプログラムは、表示装置と入力装置とを備えるコンピ
ュータに、粒子を含む試料を測定することによって得られた粒子に関する特徴パラメータ
情報を取得するステップと、取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料に含ま
れる粒子を複数種類に分類し、分類された粒子を計数するステップと、取得された特徴パ
ラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情報に関する分布状態
を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む粒子分布図を生成す
るステップと、生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれの粒子
の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を前記表示装置に表示させるステ
ップと、前記表示装置に表示されている前記粒子分布図が前記入力装置により指定される
と、分類されたそれぞれの粒子の種類名と粒子数とを含む説明情報を、前記粒子分布図に
示された各粒子集団の位置に関連付けて前記第１表示領域に表示させるステップと、を実
行させるコンピュータプログラムである。
　また、本発明の他の態様のコンピュータプログラムは、表示装置と入力装置とを備える
コンピュータに、粒子を含む試料を測定することによって得られた粒子に関する特徴パラ
メータ情報を取得するステップと、取得された特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料
に含まれる粒子を複数種類に分類し、分類された粒子を計数するステップと、取得された
特徴パラメータ情報に基づいて、前記試料中の粒子の前記特徴パラメータ情報に関する分
布状態を示し、粒子が分類された種類毎に形成された複数の粒子集団を含む粒子分布図を
生成するステップと、生成された粒子分布図を含む第１表示領域と、分類されたそれぞれ
の粒子の種類名及び粒子数を含む第２表示領域とを有する画面を前記表示装置に表示させ
るステップと、前記表示部に表示されている前記粒子分布図に示された複数の粒子集団の
何れかが前記入力装置により指定されると、指定された粒子集団に対応する粒子の種類名
を含む説明情報を、前記粒子分布図における前記指定された粒子集団の位置に関連付けて
前記第１表示領域に表示させるステップと、を実行させるコンピュータプログラムである
。
【発明の効果】
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【００２１】
　本発明に係る試料分析装置、粒子分布図表示方法、及びコンピュータプログラムによれ
ば、装置の操作に不馴れなユーザにとっても、試料の分析の結果得られた粒子分布図の内
容を容易に把握することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２３】
　（実施の形態１）
　本実施の形態は、尿中の有形成分を分析してスキャッタグラム及びヒストグラムを作成
し、そのスキャッタグラム及びヒストグラムにおける粒子の分布状態を説明する説明情報
を付加して、前記スキャッタグラム及びヒストグラムを表示する試料分析装置である。
【００２４】
　　［試料分析装置の構成］
　図１は、本実施の形態に係る試料分析装置の構成の概要を示す斜視図である。図１に示
すように、試料分析装置１は、試料を測定する測定ユニット２と、測定ユニット２から出
力された測定データを処理し、試料の分析結果を表示する情報処理ユニット３とを備えて
いる。測定ユニット２の前側には搬送部２１０が設けられており、この搬送部２１０によ
って、試料（尿）が収容された試験管２１１を複数保持するラック２１２が搬送されるよ
うになっている。
【００２５】
　　＜測定ユニット２の構成＞
　図２は、測定ユニットの構成を示すブロック図である。測定ユニット２には、図２に示
すように、試料分配部２１と、試料調製部２２と、光学検出部２３と、光学検出部２３に
よる出力の増幅及びフィルタ処理等を行うアナログ信号処理回路２４と、アナログ信号処
理回路２４の出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ２５と、デジタル信号に対
して所定の波形処理を行うデジタル信号処理回路２６と、デジタル信号処理回路２６に接
続されたメモリ２７と、アナログ信号処理回路２４及びデジタル信号処理回路２６に接続
されたＣＰＵ２８と、ＣＰＵ２８に接続されたＬＡＮアダプタ２９と、搬送部２１０とが
設けられている。情報処理ユニット３は、ＬＡＮアダプタ２９を介して測定ユニット２に
ＬＡＮ接続されている。また、アナログ信号処理回路２４、Ａ／Ｄコンバータ２５、デジ
タル信号処理回路２６及びメモリ２７は、光学検出部２３が出力する電気信号に対する信
号処理回路３０を構成している。
【００２６】
　試料分配部２１は、試料である尿を所定の分配量で試料調製部２２に分注するように構
成されている。また、試料調製部２２は、試料分配部２１により分注された尿及び試薬に
より測定試料を調製し、調製された測定試料をシース液とともに後述する光学検出部２３
のシースフローセル２３ｃに供給するように構成されている。
【００２７】
　図３は、光学検出部２３の構成を示す模式図である。光学検出部２３は、図３に示すよ
うに、レーザ光を出射する発光部２３ａと、照射レンズユニット２３ｂと、レーザ光が照
射されるシースフローセル２３ｃと、発光部２３ａから出射されるレーザ光が進む方向の
延長線上に配置されている集光レンズ２３ｄ、ピンホール２３ｅ及びＰＤ（フォトダイオ
ード）２３ｆと、発光部２３ａから出射されるレーザ光が進む方向と交差する方向に配置
されている集光レンズ２３ｇ、ダイクロイックミラー２３ｈ、光学フィルタ２３ｉ、ピン
ホール２３ｊ及びＰＤ２３ｋと、ダイクロイックミラー２３ｈの側方に配置されているＡ
ＰＤ（アバランシェフォトダイオード）２３ｌとを含んでいる。
【００２８】
　発光部２３ａは、シースフローセル２３ｃの内部を通過する測定試料を含む試料流に対
して光を出射するために設けられている。また、照射レンズユニット２３ｂは、発光部２
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３ａから出射された光を平行光にするために設けられている。また、ＰＤ２３ｆは、シー
スフローセル２３ｃから出射された前方散乱光を受光するために設けられている。
【００２９】
　ダイクロイックミラー２３ｈは、シースフローセル２３ｃから出射された側方散乱光及
び側方蛍光を分離するために設けられている。具体的には、ダイクロイックミラー２３ｈ
は、シースフローセル２３ｃから出射された側方散乱光をＰＤ２３ｋに入射させるととも
に、シースフローセル２３ｃから出射された側方蛍光をＡＰＤ２３ｌに入射させるために
設けられている。また、ＰＤ２３ｋは、側方散乱光を受光するために設けられている。ま
た、ＡＰＤ２３ｌは、側方蛍光を受光するために設けられている。また、ＰＤ２３ｆ、２
３ｋ及びＡＰＤ２３ｌは、それぞれ、受光した光信号を電気信号に変換する機能を有する
。
【００３０】
　アナログ信号処理回路２４は、図３に示すように、アンプ２４ａ、２４ｂ及び２４ｃを
備えている。また、アンプ２４ａ、２４ｂ及び２４ｃは、それぞれ、ＰＤ２３ｆ及び２３
ｋ並びにＡＰＤ２３ｌから出力された電気信号を増幅及び波形処理するために設けられて
いる。
【００３１】
　　＜情報処理ユニット３の構成＞
　図４は、情報処理ユニット３の構成を示すブロック図である。情報処理ユニット３は、
コンピュータ３ａによって実現される。図４に示すように、コンピュータ３ａは、ＣＰＵ
３１ａ、ＲＯＭ３１ｂ、ＲＡＭ３１ｃ、ハードディスク３１ｄ、読出装置３１ｅ、入出力
インタフェース３１ｆ、通信インタフェース３１ｇ、画像出力インタフェース３１ｉ、画
像表示部３２、及び入力部３３を備えており、ＣＰＵ３１ａ、ＲＯＭ３１ｂ、ＲＡＭ３１
ｃ、ハードディスク３１ｄ、読出装置３１ｅ、入出力インタフェース３１ｆ、通信インタ
フェース３１ｇ、及び画像出力インタフェース３１ｉは、バス３１ｊによって接続されて
いる。
【００３２】
　ＣＰＵ３１ａは、ＲＡＭ３１ｃにロードされたコンピュータプログラムを実行すること
が可能である。そして、後述するような分析プログラム３４ａを当該ＣＰＵ３１ａが実行
することにより、コンピュータ３ａが情報処理ユニット３として機能する。
【００３３】
　ＲＯＭ３１ｂは、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、又はＥＥＰＲＯＭ等によって
構成されており、ＣＰＵ３１ａに実行されるコンピュータプログラム及びこれに用いるデ
ータ等が記録されている。
【００３４】
　ＲＡＭ３１ｃは、ＳＲＡＭまたはＤＲＡＭ等によって構成されている。ＲＡＭ３１ｃは
、ハードディスク３１ｄに記録されている分析プログラム３４ａの読み出しに用いられる
。また、ＣＰＵ３１ａがコンピュータプログラムを実行するときに、ＣＰＵ３１ａの作業
領域として利用される。
【００３５】
　ハードディスク３１ｄは、オペレーティングシステム及びアプリケーションプログラム
等、ＣＰＵ３１ａに実行させるための種々のコンピュータプログラム及び当該コンピュー
タプログラムの実行に用いられるデータがインストールされている。後述する分析プログ
ラム３４ａも、このハードディスク３１ｄにインストールされている。
【００３６】
　読出装置３１ｅは、フレキシブルディスクドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、またはＤ
ＶＤ－ＲＯＭドライブ等によって構成されており、可搬型記録媒体３４に記録されたコン
ピュータプログラムまたはデータを読み出すことができる。また、可搬型記録媒体３４に
は、コンピュータを情報処理ユニット３として機能させるための分析プログラム３４ａが
格納されており、コンピュータ３ａが当該可搬型記録媒体３４から分析プログラム３４ａ
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を読み出し、当該分析プログラム３４ａをハードディスク３１ｄにインストールすること
が可能である。
【００３７】
　なお、前記分析プログラム３４ａは、可搬型記録媒体３４によって提供されるのみなら
ず、電気通信回線（有線、無線を問わない）によってコンピュータ３ａと通信可能に接続
された外部の機器から前記電気通信回線を通じて提供することも可能である。例えば、前
記分析プログラム３４ａがインターネット上のサーバコンピュータのハードディスク内に
格納されており、このサーバコンピュータにコンピュータ３ａがアクセスして、当該コン
ピュータプログラムをダウンロードし、これをハードディスク３１ｄにインストールする
ことも可能である。
【００３８】
　また、ハードディスク３１ｄには、例えば米マイクロソフト社が製造販売するWindows
（登録商標）等のマルチタスクオペレーティングシステムがインストールされている。以
下の説明においては、本実施の形態に係る分析プログラム３４ａは当該オペレーティング
システム上で動作するものとしている。
【００３９】
　入出力インタフェース３１ｆは、例えばUSB，IEEE1394，又はRS-232C等のシリアルイン
タフェース、SCSI，IDE，又はIEEE1284等のパラレルインタフェース、及びＤ／Ａ変換器
、Ａ／Ｄ変換器等からなるアナログインタフェース等から構成されている。入出力インタ
フェース３１ｆには、キーボード及びマウスからなる入力部３３が接続されており、ユー
ザが当該入力部３３を使用することにより、コンピュータ３ａにデータを入力することが
可能である。
【００４０】
　通信インタフェース３１ｇは、Ethernet（登録商標）インタフェースである。通信イン
タフェース３１ｇはＬＡＮを介して測定ユニット２に接続されている。コンピュータ３ａ
は、通信インタフェース３１ｇにより、所定の通信プロトコルを使用して当該ＬＡＮに接
続された測定ユニット２との間でデータの送受信が可能である。
【００４１】
　画像出力インタフェース３１iは、ＬＣＤまたはＣＲＴ等で構成された画像表示部３２
に接続されており、ＣＰＵ３１ａから与えられた画像データに応じた映像信号を画像表示
部３２に出力するようになっている。画像表示部３２は、入力された映像信号にしたがっ
て、画像（画面）を表示する。
【００４２】
　　［試料分析装置の動作］
　以下、本実施の形態に係る試料分析装置１の動作について説明する。
【００４３】
　図５Ａ～図５Ｃは、本実施の形態に係る試料分析装置１の動作の流れを示すフローチャ
ートである。図５Ａは、情報処理ユニット３による測定開始指示動作の流れを示すフロー
チャートであり、図５Ｂは、試料分析装置１の試料の分析動作における測定ユニット２に
よる試料の測定動作の流れを示すフローチャートであり、図５Ｃは、試料分析装置１の試
料の分析動作における情報処理ユニット３による測定データ解析動作の流れを示すフロー
チャートである。
【００４４】
　まず、ユーザが試料分析装置１を起動すると、測定ユニット２及び情報処理ユニット３
のそれぞれにおいて初期化処理が実行され、測定ユニット２は測定スタンバイ状態となり
、情報処理ユニット３はメイン画面（図示せず）を表示する。また、情報処理ユニット３
には、検体（試料）番号、当該検体番号と関連付けられた患者の氏名、年齢、性別、診療
科等の患者情報、及び分析項目等の測定オーダが、ネットワークを介して接続されたホス
トコンピュータ（図示せず）又はユーザの手入力により予め入力され、これらの測定オー
ダがハードディスク３１ｄに記憶される。この状態で、メイン画面に表示されているスタ



(10) JP 5420203 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

ートボタンがクリックされる等、ユーザによるスタート指示の操作が行われると、ＣＰＵ
３１ａが測定開始の指示を受け付け（図５ＡのステップＳ１０１）、これによりＣＰＵ３
１ａに対する割り込み要求が発生し、ステップＳ１０２の処理が呼び出される。
【００４５】
　ステップＳ１０２においては、ＣＰＵ３１ａにより測定開始指示信号が生成され、当該
信号が測定ユニット２へと送信される（図５ＡのステップＳ１０２）。その後、ＣＰＵ３
１ａは、この測定開始指示動作に関する処理を終了する。かかる測定開始指示が与えられ
ることにより、図５Ｂに示す測定ユニット２の測定動作が開始される。測定開始指示信号
が測定ユニット２に受信されると（図５ＢのステップＳ１３１）、測定ユニット２のＣＰ
Ｕ２８に対する割り込み要求が発生し、これによりＣＰＵ２８が搬送部２１０を制御し、
試料入りの試験管２１１が立てられたサンプルラック２１２を所定の吸引位置へ移送する
（ステップＳ１３２）。この吸引位置において、前記試験管２１１が回転させられ、当該
試験管２１１の外周面に貼付されたＩＤラベルのバーコードが図示しないバーコードリー
ダにより読み取られ、これによって検体番号がＣＰＵ２８により取得される（ステップＳ
１３３）。ＣＰＵ２８は、取得した検体番号を情報処理ユニット３へ送信する（ステップ
Ｓ１３４）。
【００４６】
　上記の検体番号の通知により、図５Ｃに示す情報処理ユニット３の動作が開始される。
検体番号が情報処理ユニット３により受信されると（図５ＣのステップＳ１１１）、ＣＰ
Ｕ３１ａに対する割り込み要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは当該検体番号に対応する測定オ
ーダをハードディスク３１ｄから検索する（ステップＳ１１２）。次に、ＣＰＵ３１ａは
、検索された測定オーダに含まれる分析項目情報を測定ユニット２へ送信する（ステップ
Ｓ１１３）。
【００４７】
　分析項目情報が測定ユニット２に受信されると（図５ＢのステップＳ１３５）、測定ユ
ニット２のＣＰＵ２８に対する割り込み要求が発生し、これによりＣＰＵ２８が測定試料
の調製処理を実行する（ステップＳ１３６）。この測定試料の調製処理では、ＣＰＵ２８
が試料分配部２１及び試料調製部２２を制御し、尿及び試薬により測定試料が調製される
。調製される測定試料は、測定項目に応じて決定される。全測定項目を測定する場合には
、尿沈渣成分（赤血球、白血球、上皮細胞、円柱等）測定用の第１測定試料と、細菌測定
用の第２測定試料の２種類の測定試料のそれぞれが調製される。
【００４８】
　また、ＣＰＵ２８は、測定処理を実行する（ステップＳ１３７）。この測定処理では、
ＣＰＵ２８が光学検出部２３を制御し、測定試料の光学測定が実行される。この測定処理
では、情報処理ユニット３から受信した測定項目に対応する測定が行われ、全測定項目の
場合には、第１測定試料の測定処理である第１測定処理と、第２測定試料の測定処理であ
る第２測定処理とが実行される。具体的には、測定処理においては、光学検出部２３のシ
ースフローセル２３ｃにシース液が送液され、その後、まず尿中有形成分（ＳＥＤ）測定
用の第１測定試料が光学検出部２３に導かれ、前記シースフローセル２３ｃにおいてシー
ス液に包まれた細い流れ（シースフロー）が形成される。そして、このようにして形成さ
れたシースフローに発光部２３ａからレーザビームが照射される。前記レーザビームの照
射により生じる尿中有形成分の前方散乱光、蛍光及び側方散乱光は、それぞれフォトダイ
オード２３ｆ、２３ｋ、及びＡＰＤ２３ｌにより受光されて電気信号に変換され、前方散
乱光信号（ＦＳＣ）、蛍光信号（ＦＬ）及び側方散乱光信号（ＳＳＣ）として出力される
。これらの出力は、プリアンプにより増幅される。このようにして第１測定処理が先に行
われる。一方、第１測定処理が終了すると、引き続いて第２測定試料を用いて尿中の細菌
が測定される（第２測定処理）。この場合、尿中有形成分の測定で用いた光学検出部２３
により、前記第１測定処理の場合と同様に前方散乱光信号（ＦＳＣ）及び蛍光信号（ＦＬ
）が出力され、且つ増幅される。増幅された前記前方散乱光信号（ＦＳＣ）、蛍光信号（
ＦＬ）及び側方散乱光信号（ＳＳＣ）は、デジタル信号処理回路２６においてデジタル信
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号に変換された後、所定の波形処理が施され、これにより、第１測定試料の前方散乱光デ
ータ、側方散乱光データ、及び側方蛍光データ、並びに第２測定試料の前方散乱光データ
、側方散乱光データ、及び側方蛍光データからなる測定データが得られる。次いで、ＣＰ
Ｕ２８は、得られた測定データを情報処理ユニット３へ送信する（ステップＳ１３８）。
【００４９】
　また、ＣＰＵ２８は、未測定の試料が収容された試験管が残っていないかどうかを判定
する（ステップＳ１３９）。この処理では、搬送部２１０に設けられたセンサにより、吸
引位置に配置されているサンプルラックに未測定の試料の試験管が存在するか否か、また
、サンプルラック中の試験管全てに対して測定が完了しており、サンプルラックが吸引位
置から移送された場合には、未測定の試料が収容された試験管を保持するサンプルラック
が存在するか否かが判定される。そして、未測定の試料が収容された試験管が存在する場
合には（ステップＳ１３９においてＮＯ）、処理をステップＳ１３２へ戻し、未測定の試
料が収容された試験管を吸引位置へ移送し、ステップＳ１３３以下の処理を再度繰り返す
。一方、ステップＳ１３９において、未測定の試料が収容された試験管が残っていない場
合には（ステップＳ１３９においてＹＥＳ）、ＣＰＵ２８は処理を終了する。
【００５０】
　測定データが情報処理ユニット３により受信されると（図５ＣのステップＳ１１４）、
ＣＰＵ３１ａに対する割り込み要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは測定データの処理を実行す
る（ステップＳ１１５）。図６は、情報処理ユニット３による測定データの処理の手順を
示すフローチャートである。この測定データの処理では、以下のようにして、試料中に存
在する粒子の分布状態を示すスキャッタグラム及びヒストグラムが作成される。
【００５１】
　情報処理ユニット３による測定データ処理では、まず、ＣＰＵ３１ａが、受信した測定
データをハードディスク３１ｄに記憶する（ステップＳ１２１）。次に、ＣＰＵ３１ａは
、測定データを用いて試料中の粒子の分類処理を実行する（ステップＳ１２２）。この処
理は、測定データに含まれる前方散乱光データ、側方散乱光データ、及び側方蛍光データ
の各特徴パラメータ情報によって、試料に含まれる粒子の種類を特定するというものであ
る。
【００５２】
　上記の分類処理を具体的に説明する。尿中有形成分（ＳＥＤ）の分類は、第１測定試料
の前方散乱光データ、側方散乱光データ及び蛍光データの各特徴パラメータ情報に基づい
て行われる。図７Ａは、横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（低感度
）（ＦＬＬ）とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）とした場合のスキャッタグラム
である。このスキャッタグラムにより、蛍光信号強度の大きな領域には、核を有する大き
な細胞である上皮細胞（ＥＣ）と白血球（ＷＢＣ）が現れることがわかる。大半の上皮細
胞は白血球より細胞が大きく、白血球より蛍光強度の大きな領域に出現するが、小型上皮
細胞には白血球と出現領域がオーバラップするものもある。この両者を識別するために側
方散乱光データが用いられる。図７Ｂは、横軸を第１測定試料を測定したときに得られた
側方散乱光強度（ＳＳＣ）、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）としたときのスキャッ
タグラムである。このスキャッタグラムから分かるように、上皮細胞は白血球より側方散
乱光強度が大きい領域に出現する。このため、側方散乱光強度により上皮細胞の識別が行
われる。
【００５３】
　図７Ｃは、横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（ＦＬＨ
）とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）としたときのスキャッタグラムであり、蛍
光強度が低い領域を表したものである。赤血球（ＲＢＣ）は核を有していないので蛍光強
度の低い領域に分布する。結晶によっては赤血球の出現領域に現れることもあるので、結
晶の出現を確認するため側方散乱光データが用いられる。図７Ｂに示すように、結晶は側
方散乱光強度の分布中心が一定せず、大きい領域にも出現するため、図７Ｃのスキャッタ
グラムより赤血球との識別が行われる。
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【００５４】
　図７Ｄは、横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光信号の幅（蛍光幅、ＦＬ
ＬＷ）とし、縦軸をその第２の蛍光幅（蛍光幅２、ＦＬＬＷ２）としたときのスキャッタ
グラムである。ＦＬＬＷは、細胞膜が染色された有形成分を捉える蛍光信号の幅を表して
おり、ＦＬＬＷ２は、核などのより強い蛍光信号の幅を表している。図に示すように、円
柱（ＣＡＳＴ）のＦＬＬＷは大きく、内容物がある円柱（Ｐ．ＣＡＳＴ）はＦＬＬＷ２が
大きい。また、内容物のない円柱（ＣＡＳＴ）はＦＬＬＷ２が低い領域に出現する。この
ように、内容物のある円柱及び内容物のない円柱は、蛍光幅及び蛍光幅２を用いて識別さ
れる。
【００５５】
　一方、細菌の分類（識別）は、第２測定試料の前方散乱光データ及び蛍光データの各特
徴パラメータ情報に基づいて行われる。　図７Ｅは、横軸を第２測定試料を測定したとき
に得られた蛍光強度（高感度）（Ｂ－ＦＬＨ）とし、縦軸をその前方散乱光強度（高感度
）（Ｂ－ＦＳＣ）としたときのスキャッタグラムである。尿中有形成分測定では、図７Ｃ
のスキャッタグラムのように、細菌の出現領域は粘液糸（ＭＵＣＵＳ）、ＹＬＣ（酵母様
真菌）、ＳＰＥＲＭ（精子）の出現領域とオーバラップする。しかし、細菌測定では、第
２測定試料の調製に用いられる細菌測定試薬によって、粘液糸や赤血球破片などの夾雑物
を収縮させるため、細菌だけが独立して出現する領域が現れ、尿中有形成分測定の場合に
比べて約１０倍感度を上げて測定しているため、小型細菌も高精度に検出でき、かかる第
２測定試料の前方散乱光データ及び蛍光データを使用することによって正確な細菌の識別
が可能である。
【００５６】
　上記のような処理が行われることにより、試料を測定することにより検出された粒子が
、赤血球（ＲＢＣ）、白血球（ＷＢＣ）、上皮細胞（ＥＣ）、円柱（ＣＡＳＴ：内容物な
し、Ｐ．ＣＡＳＴ：内容物あり）、細菌（ＢＡＣＴ）、結晶（Ｘ’ＴＡＬ）、粘液糸（Ｍ
ＵＣＵＳ）、酵母様真菌（ＹＬＣ）、精子（ＳＰＥＲＭ）、夾雑物（ＤＥＢＲＩＳ）等に
分類される。また、上記の分類処理により、後述するスキャッタグラムの表示用のデータ
が生成される。
【００５７】
　上述した分類処理の後、ＣＰＵ３１ａは、粒子数を計数する計数処理を実行する（ステ
ップＳ１２３）。この処理では、上記の分類処理によって分類した粒子の種類毎に粒子数
が計数される。次にＣＰＵ３１ａは、計数処理による計数結果をハードディスク３１ｄに
記憶する（ステップＳ１２４）。
【００５８】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、分類異常の判定処理を実行する（ステップＳ１２５）。以下に
、分類異常の判定処理を詳しく説明する。図８は、分類異常の判定処理の手順を示すフロ
ーチャートである。まず、ＣＰＵ３１ａは、ステップＳ１２４において記憶した計数結果
をハードディスク３１ｄから読み出す（ステップＳ１２５ａ）。次に、ＣＰＵ３１ａは、
夾雑物異常高値の判定を実行する（ステップＳ１２５ｂ）。この夾雑物異常高値判定処理
は、夾雑物（ＤＥＢＲＩＳ）の数が所定値以上か否かが判定されることにより行われる。
夾雑物の異常高値が認められた場合には（ステップＳ１２５ｂにおいて「異常」）、ＣＰ
Ｕ３１ａは、夾雑物異常高値の有無を示す変数であるＤＥＢＲＩＳ高値フラグを「ＯＮ」
にセットし（ステップＳ１２５ｃ）、処理をステップＳ１２５ｄへと進める。なお、ＤＥ
ＢＲＩＳ高値フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２５ｂにおいて夾
雑物の異常高値が認められなかった場合には（ステップＳ１２５ｂにおいて「正常」）、
ＣＰＵ３１ａは処理をステップＳ１２５ｄへと進める。
【００５９】
　ステップＳ１２５ｄにおいて、ＣＰＵ３１ａは、赤血球及び結晶の分類異常判定を実行
する。この赤血球・結晶分類異常判定処理は、側方散乱光強度が所定範囲の結晶の数が所
定値以上か否かを判定し、及び、赤血球数が所定値以上か否かを判定することにより行わ
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れ、側方散乱光強度が所定範囲の結晶の数が所定値以上であり、且つ、赤血球数が所定値
以上である場合に、赤血球・結晶分類異常が発生したと判定される。つまり、図７Ｂのス
キャッタグラムにおいて、側方散乱高強度の高いエリア（図示せず）の結晶数が所定値よ
り多く、しかも、図７Ａのスキャッタグラムにおいて、赤血球の数が所定値より多い場合
に、当該異常が発生したものと判定される。赤血球・結晶分類異常が認められた場合には
（ステップＳ１２５ｄにおいて「異常」）、ＣＰＵ３１ａは、赤血球・結晶分類異常の有
無を示す変数であるＲＢＣ／Ｘ’ＴＡＬ分類異常フラグを「ＯＮ」にセットし（ステップ
Ｓ１２５ｅ）、処理をステップＳ１２５ｆへと進める。なお、ＲＢＣ／Ｘ’ＴＡＬ分類異
常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２５ｄにおいて赤血球・結晶
分類異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２５ｄにおいて「正常」）、ＣＰＵ
３１ａは処理をステップＳ１２５ｆへと進める。
【００６０】
　ステップＳ１２５ｆにおいて、ＣＰＵ３１ａは、赤血球及び細菌の分類異常判定を実行
する。この赤血球・細菌分類異常判定処理は、細菌の数が所定値以上か否かを判定するこ
とにより行われ、細菌数が所定値以上である場合に、赤血球・細菌分類異常が発生したと
判定される。つまり、図７Ｅのスキャッタグラムに出現する細菌数が所定値より多い場合
に、当該異常が発生したものと判定される。赤血球・細菌分類異常が認められた場合には
（ステップＳ１２５ｆにおいて「異常」）、ＣＰＵ３１ａは、赤血球・細菌分類異常の有
無を示す変数であるＲＢＣ／ＢＡＣＴ分類異常フラグを「ＯＮ」にセットし（ステップＳ
１２５ｇ）、処理をステップＳ１２５ｈへと進める。なお、ＲＢＣ／ＢＡＣＴ分類異常フ
ラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２５ｆにおいて赤血球・結晶分類
異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２５ｆにおいて「正常」）、ＣＰＵ３１
ａは処理をステップＳ１２５ｈへと進める。
【００６１】
　ステップＳ１２５ｈにおいて、ＣＰＵ３１ａは、赤血球及び酵母様真菌の分類異常判定
を実行する。この赤血球・酵母様真菌分類異常判定処理は、酵母様真菌の数が所定値以上
か否かを判定することにより行われ、酵母様真菌数が所定値以上である場合に、赤血球・
酵母様真菌分類異常が発生したと判定される。つまり、図７Ａのスキャッタグラムに出現
する酵母様真菌数が所定値より多い場合に、当該異常が発生したものと判定される。赤血
球・酵母様真菌分類異常が認められた場合には（ステップＳ１２５ｈにおいて「異常」）
、ＣＰＵ３１ａは、赤血球・酵母様真菌分類異常の有無を示す変数であるＲＢＣ／ＹＬＣ
分類異常フラグを「ＯＮ」にセットし（ステップＳ１２５ｉ）、測定データ処理Ｓ１１４
における分類異常の判定処理Ｓ１２５の呼出アドレスへ処理をリターンする。なお、ＲＢ
Ｃ／ＹＬＣ分類異常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２５ｈにお
いて赤血球・酵母様真菌分類異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２５ｈにお
いて「正常」）、ＣＰＵ３１ａは、測定データ処理Ｓ１１４における前記呼出アドレスへ
処理をリターンする。
【００６２】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、粒子数異常の判定処理を実行する（ステップＳ１２６）。以下
に、粒子数異常の判定処理を詳しく説明する。図９は、粒子数異常の判定処理の手順を示
すフローチャートである。まず、ＣＰＵ３１ａは、赤血球数異常の判定を実行する（ステ
ップＳ１２６ａ）。この赤血球数異常判定処理は、赤血球数が所定の正常範囲内に入って
いるか否かが判定されることにより行われる。赤血球数異常が認められた場合には（ステ
ップＳ１２６ａにおいて「異常」）、ＣＰＵ３１ａは、赤血球数異常の有無を示す変数で
ある赤血球数異常フラグを「ＯＮ」にセットし（ステップＳ１２６ｂ）、処理をステップ
Ｓ１２６ｃへと進める。なお、赤血球数異常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、
ステップＳ１２６ａにおいて赤血球数異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２
６ａにおいて「正常」）、ＣＰＵ３１ａは処理をステップＳ１２６ｃへと進める。
【００６３】
　ステップＳ１２６ｃにおいて、ＣＰＵ３１ａは、白血球数異常の判定を実行する。この
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白血球数異常判定処理は、白血球数が所定の正常範囲内に入っているか否かが判定される
ことにより行われる。白血球数異常が認められた場合には（ステップＳ１２６ｃにおいて
「異常」）、ＣＰＵ３１ａは、白血球数異常の有無を示す変数である白血球数異常フラグ
を「ＯＮ」にセットし（ステップＳ１２６ｄ）、処理をステップＳ１２６ｅへと進める。
なお、白血球数異常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２６ｃにお
いて白血球異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２６ｃにおいて「正常」）、
ＣＰＵ３１ａは処理をステップＳ１２６ｅへと進める。
【００６４】
　ステップＳ１２６ｅにおいて、ＣＰＵ３１ａは、上皮細胞数異常の判定を実行する。こ
の上皮細胞数異常判定処理は、上皮細胞数が所定の正常範囲内に入っているか否かが判定
されることにより行われる。上皮細胞数異常が認められた場合には（ステップＳ１２６ｅ
において「異常」）、ＣＰＵ３１ａは、上皮細胞数異常の有無を示す変数である上皮細胞
数異常フラグを「ＯＮ」にセットし（ステップＳ１２６ｆ）、処理をステップＳ１２６ｇ
へと進める。なお、上皮細胞数異常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップ
Ｓ１２６ｅにおいて上皮細胞異常が認められなかった場合には（ステップＳ１２６ｅにお
いて「正常」）、ＣＰＵ３１ａは処理をステップＳ１２６ｇへと進める。
【００６５】
　ステップＳ１２６ｇにおいて、ＣＰＵ３１ａは、円柱数異常の判定を実行する。この円
柱数異常判定処理は、円柱数が所定の正常範囲内に入っているか否かが判定されることに
より行われる。円柱数異常が認められた場合には（ステップＳ１２６ｇにおいて「異常」
）、ＣＰＵ３１ａは、円柱数異常の有無を示す変数である円柱数異常フラグを「ＯＮ」に
セットし（ステップＳ１２６ｈ）、処理をステップＳ１２６ｉへと進める。なお、円柱数
異常フラグの初期値は「ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２６ｇにおいて円柱異常が
認められなかった場合には（ステップＳ１２６ｇにおいて「正常」）、ＣＰＵ３１ａは処
理をステップＳ１２６ｉへと進める。
【００６６】
　ステップＳ１２６ｉにおいて、ＣＰＵ３１ａは、細菌数異常の判定を実行する。この細
菌数異常判定処理は、細菌数が所定の正常範囲内に入っているか否かが判定されることに
より行われる。細菌数異常が認められた場合には（ステップＳ１２６ｉにおいて「異常」
）、ＣＰＵ３１ａは、細菌数異常の有無を示す変数である細菌数異常フラグを「ＯＮ」に
セットし（ステップＳ１２６ｊ）、測定データ処理Ｓ１１４における粒子数異常の判定処
理Ｓ１２６の呼出アドレスへ処理をリターンする。なお、細菌数異常フラグの初期値は「
ＯＦＦ」である。また、ステップＳ１２６ｉにおいて細菌異常が認められなかった場合に
は（ステップＳ１２６ｉにおいて「正常」）、ＣＰＵ３１ａは、測定データ処理Ｓ１１４
における粒子数異常の判定処理Ｓ１２６の呼出アドレスへ処理をリターンする。
【００６７】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、粒子分布図作成処理を実行する（ステップＳ１２７）。この処
理では、測定データを用いて、スキャッタグラムの表示に用いられるデータ（以下、スキ
ャッタグラムデータという。）及びヒストグラムの表示に用いられるデータ（以下、ヒス
トグラムデータという。）が作成される。当該処理で作成されるスキャッタグラムデータ
は、（１）横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（低感度）（ＦＬＬ）
とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）とするスキャッタグラム（図７Ａ参照）、（
２）横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（ＦＬＨ）とし、
縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）とするスキャッタグラム（図７Ｃ参照）、（３）横
軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光信号の幅（蛍光幅、ＦＬＬＷ）とし、縦
軸をその第２の蛍光幅（蛍光幅２、ＦＬＬＷ２）とするスキャッタグラム、（４）横軸を
第２測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（Ｂ－ＦＬＨ）とし、縦軸を
その前方散乱光強度（高感度）（Ｂ－ＦＳＣ）とするスキャッタグラムをそれぞれ描画す
るためのデータである。また、当該処理で作成されるヒストグラムデータは、（１）縦軸
を出現頻度とし、横軸を前方散乱光強度とする赤血球のヒストグラム、（２）縦軸を出現
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頻度とし、横軸を前方散乱光強度とする白血球のヒストグラムをそれぞれ描画するための
データである。これらのスキャッタグラムでは、各粒子がその種類に応じて色分け表示さ
れる（例えば、赤血球は赤、白血球は青等）ようになっている。従って、スキャッタグラ
ムデータは、粒子毎の色の情報が含まれる。
【００６８】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、赤血球のヒストグラムが二峰であるか否か、即ち、赤血球のヒ
ストグラムにピークが２つ存在するか否かを判定する赤血球ヒストグラム二峰判定処理を
実行する（ステップＳ１２８）。この処理は、前述の赤血球のヒストグラムデータを用い
てこのヒストグラムのピークを検出し、２つのピークが検出された場合に二峰と判定し、
１つのピークが検出された場合に一峰と判定することにより行われる。
【００６９】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、同様に白血球のヒストグラムが二峰であるか否かを判定する白
血球ヒストグラム二峰判定処理を実行する（ステップＳ１２９）。この処理は、前述の白
血球のヒストグラムデータを用いてこのヒストグラムのピークを検出し、２つのピークが
検出された場合に二峰と判定し、１つのピークが検出された場合に一峰と判定することに
より行われる。
【００７０】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、上記のような分類結果、計数結果、分類異常の判定結果、粒子
数異常の判定結果、スキャッタグラムデータ、ヒストグラムデータ、及び二峰の判定結果
等を含む分析結果データを、ハードディスク３１ｄに格納する（ステップＳ１２１０）。
そして、ＣＰＵ３１ａは、測定データ解析動作（メインルーチン）における測定データ処
理Ｓ１１４の呼出アドレスへ処理をリターンする。
【００７１】
　上記の測定データ処理Ｓ１１４が終了した後、ＣＰＵ３１ａは、分析結果データに基づ
いて、分析結果画面を表示する（ステップＳ１１６）。図１０は、分析結果画面の一例を
示す模式図である。分析結果画面４には、検体属性情報表示部４１と、数値データ表示部
４２と、コメント表示部４３と、粒子分布図表示部４４とが含まれている。検体属性情報
表示部４１には、検体番号、試料分析日時、患者ＩＤ、患者氏名、診療科、主治医等の情
報が表示される。数値データ表示部４２には、分析結果の数値データ、つまり、赤血球数
、白血球数、上皮細胞数、円柱数、細菌数等の数値が表示される。コメント表示部４３に
は、上述した分類異常又は粒子数異常が検出された場合に、例えば、ＲＢＣ／Ｘ’ＴＡＬ
分類異常フラグが「ＯＮ」である場合には、「ＲＢＣ／Ｘ’ＴＡＬ分画異常」というよう
に、その異常の内容が文字により表示される。また、粒子分布図表示部４４には、（１）
横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（ＦＬＨ）とし、縦軸
をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）としたときのスキャッタグラム（図７Ｃのスキャッタグ
ラム。以下、「スキャッタグラムＳ１」という。）、（２）横軸を第１測定試料を測定し
たときに得られた蛍光強度（低感度）（ＦＬＬ）とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳ
Ｃ）とした場合のスキャッタグラム（図７Ａのスキャッタグラム。以下、「スキャッタグ
ラムＳ２」という。）、（３）横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光信号の
幅（蛍光幅、ＦＬＬＷ）とし、縦軸をその第２の蛍光幅（蛍光幅２、ＦＬＬＷ２）とした
ときのスキャッタグラム（図７Ｄのスキャッタグラム。以下、「スキャッタグラムＳ３」
という。）、（４）横軸を第２測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（
Ｂ－ＦＬＨ）とし、縦軸をその前方散乱光強度（高感度）（Ｂ－ＦＳＣ）としたときのス
キャッタグラム（図７Ｅのスキャッタグラム。以下、「スキャッタグラムＳ３」という。
）、（５）縦軸を出現頻度とし、横軸を前方散乱光強度とする赤血球のヒストグラム（以
下、「ＲＢＣヒストグラム」という。）、及び、（６）縦軸を出現頻度とし、横軸を前方
散乱光強度とする白血球のヒストグラム（以下、「ＷＢＣヒストグラム」という。）の６
つの粒子分布図が表示される。
【００７２】
　この状態で、分析結果画面に表示されている終了ボタンがクリックされる等、ユーザに
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よる分析結果画面の表示終了指示の操作が行われると、ＣＰＵ３１ａが分析結果画面の表
示終了の指示を受け付け（ステップＳ１１７）、これによりＣＰＵ３１ａに対する割り込
み要求が発生し、ＣＰＵ３１ａが分析結果画面の表示を終了し（ステップＳ１１８）、処
理を終了する。
【００７３】
　また、分析結果画面は、上記のように、試料の測定及び測定データ処理を完了した後に
表示されるだけでなく、ユーザが過去の分析結果の中から表示したい分析結果を検体番号
等により指定した場合にも、その分析結果に係る分析結果画面を表示することが可能であ
る。
【００７４】
　本実施の形態に係る試料分析装置１は、上記のように分析結果画面が表示されている状
態において、スキャッタグラム又はヒストグラムが指定される操作がなされた場合に、そ
の指定されたスキャッタグラム又はヒストグラムにおける粒子の分布状態を説明する説明
情報が表示される。以下、この説明情報表示処理について具体的に説明する。
【００７５】
　本実施の形態に係る試料分析装置１においては、説明情報の表示に関する設定データが
予めハードディスク３１ｄに記憶されている。図１１は、説明情報表示に関する設定デー
タの構造を模式的に示す図である。この設定データ５には、説明情報のポップアップ表示
の可否を定義する設定値として、ポップアップ表示許可設定５１（ＯＮ又はＯＦＦ）が含
まれている。ポップアップ表示許可設定５１が「ＯＮ」の場合には、後述する指定方法（
表示タイミング）により粒子分布図が指定されたときに、その粒子分布図における粒子の
分布状態を説明する説明情報がポップアップ表示される。これに対して、ポップアップ表
示許可設定５１が「ＯＦＦ」の場合には、説明情報はポップアップ表示されない。
【００７６】
　また、図１１に示すように、設定データ５には、表示内容の設定値として、分析項目名
５２ａ（ＯＮ又はＯＦＦ）、計数値５２ｂ（ＯＮ又はＯＦＦ）、分類異常情報５２ｃ（Ｏ
Ｎ又はＯＦＦ）、粒子数異常情報５２ｄ（ＯＮ又はＯＦＦ）、及び二峰情報５２ｅ（ＯＮ
又はＯＦＦ）が含まれている。分析項目名５２ａが「ＯＮ」の場合には、スキャッタグラ
ムが指定されたときにポップアップ表示される説明情報に、そのスキャッタグラムに現れ
ている粒子の種類（分析項目名）が含まれる。一方、分析項目名５２ａが「ＯＦＦ」の場
合には、上記の分析項目名の表示はされない。なお、この分析項目名５２ａが「ＯＮ」に
設定されていても、ヒストグラムでは分析項目名のポップアップ表示は行われない。
【００７７】
　計数値５２ｂが「ＯＮ」の場合には、スキャッタグラム又はヒストグラムが指定された
ときにポップアップ表示される説明情報に、そのスキャッタグラム又はヒストグラムに現
れている粒子数が含まれる。この粒子数は、スキャッタグラムの場合にはその種類毎に表
示され、ヒストグラムの場合には、表示対象の種類の粒子の計数値（ＲＢＣヒストグラム
の場合は赤血球数、ＷＢＣヒストグラムの場合は白血球数）が表示される。一方、計数値
５２ｂが「ＯＦＦ」の場合には、上記の粒子数の表示はされない。
【００７８】
　分類異常情報５２ｃが「ＯＮ」の場合には、スキャッタグラムが指定されたときにポッ
プアップ表示される説明情報に、そのスキャッタグラム中で発生している分類異常の情報
が含まれる。一方、分類異常情報５２ｃが「ＯＦＦ」の場合には、上記の分類異常情報の
表示はされない。なお、この分類異常情報５２ｃが「ＯＮ」に設定されていても、ヒスト
グラムでは分類異常情報のポップアップ表示は行われない。
【００７９】
　粒子数異常情報５２ｄが「ＯＮ」の場合には、スキャッタグラム又はヒストグラムが指
定されたときにポップアップ表示される説明情報に、そのスキャッタグラム又はヒストグ
ラムにおいて出現している粒子に関する粒子数異常の情報が含まれる。一方、粒子数異常
情報５２ｄが「ＯＦＦ」の場合には、上記の粒子数異常情報の表示はされない。
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【００８０】
　二峰情報５２ｅが「ＯＮ」の場合には、二峰のヒストグラムが指定されたときにポップ
アップ表示される説明情報に、二峰を示す情報が含まれる。一方、二峰情報５２ｅが「Ｏ
ＦＦ」の場合には、上記の二峰情報の表示はされない。なお、この二峰情報５２ｅが「Ｏ
Ｎ」に設定されていても、スキャッタグラムでは二峰情報のポップアップ表示は行われな
い。
【００８１】
　また、図１１に示すように、設定データ５には、表示タイミングの設定値５３が含まれ
ている。この表示タイミング５３としては、「カーソル到達時」、「カーソル到達後所定
時間経過時」、及び「クリック時」の何れかの設定値が与えられる。表示タイミング５３
が「カーソル到達時」の場合には、スキャッタグラム又はヒストグラムにマウスカーソル
（ポインタ）が到達したときに、説明情報がポップアップ表示される。表示タイミング５
３が「カーソル到達後所定時間経過時」の場合には、スキャッタグラム又はヒストグラム
にマウスカーソルが到達した後、所定時間が経過したときに、説明情報がポップアップ表
示される。なお、マウスカーソルがスキャッタグラム又はヒストグラムに到達してから説
明情報がポップアップ表示されるまでの時間は、ユーザが１秒単位で設定することができ
る。また、表示タイミング５３が「クリック時」の場合には、ユーザがマウス等のポイン
ティングデバイスを用いてスキャッタグラム又はヒストグラムの上でクリック操作を行っ
た場合に、説明情報がポップアップ表示される。
【００８２】
　図１２は、スキャッタグラムにおける説明情報の表示処理の手順を示すフローチャート
である。前記設定データ５のポップアップ表示許可設定５１が「ＯＮ」の場合は、情報処
理ユニット３のＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムＳ１～Ｓ４の何れかが指定されたか否
かを判定する（ステップＳ１５１）。この処理においては、前述した表示タイミング５３
の設定値により定義された指定条件に合致する操作がスキャッタグラムに対して行われた
ときに、スキャッタグラムが指定されたことが検出される。そして、ＣＰＵ３１ａがスキ
ャッタグラムの指定を検出した場合に、ＣＰＵ３１ａに対する割り込み要求が発生し、以
下の説明情報の表示に関する処理が呼び出される。
【００８３】
　まず、ＣＰＵ３１ａは、指定されたスキャッタグラムの各粒子の種類のクラスターの重
心位置を算出する（ステップＳ１５２）。例えば、スキャッタグラムＳ２（図７Ａ参照）
が指定された場合には、スキャッタグラムＳ２上に出現している赤血球のクラスター（集
団）の重心位置を、赤血球に分類された各粒子の前方散乱光強度（ＦＳＣ）と側方蛍光強
度（ＦＬＬ）とから算出する。同様に、白血球のクラスターの重心位置、上皮細胞のクラ
スターの重心位置、及び細菌のクラスターの重心位置をそれぞれ算出する。
【００８４】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、各クラスターの重心位置を頂点とする多角形の重心位置を算出
する（ステップＳ１５３）。そして、ＣＰＵ３１ａは、設定データ５の分析項目名５２ａ
、計数値５２ｂ、分類異常情報５２ｃ、及び粒子数異常情報５２ｄの設定値に応じて説明
情報を生成する（ステップＳ１５４）。本実施の形態では、文字による説明情報が生成さ
れる。例えば、分析項目名５２ａが「ＯＮ」であり、その他の表示内容の設定値が「ＯＦ
Ｆ」である場合には、そのスキャッタグラムに出現している粒子のそれぞれの分析項目名
（「ＲＢＣ」、「ＷＢＣ」、「ＥＣ」、「ＢＡＣＴ」）のみからなる説明情報が生成され
る。また、分析項目名５２ａと計数値５２ｂとが「ＯＮ」であり、その他の表示内容の設
定値が「ＯＦＦ」の場合には、分析項目名と、対応する種類の粒子数とからなる説明情報
が粒子の種類毎に生成される。例えば、白血球の粒子数が１２１０．６／μｍの場合には
、白血球の説明情報として、「ＷＢＣ　１２１０．６／μｍ」が生成される。また、分析
項目名５２ａと分類異常情報５２ｃとが「ＯＮ」であり、その他の表示内容の設定値が「
ＯＦＦ」の場合には、分析項目名と、分類異常情報とからなる説明情報が粒子の種類毎に
生成される。なお、分類異常情報は、対応する種類の粒子に分類異常が生じている場合に
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のみ説明情報に付加される。例えば、赤血球・細菌分類異常が発生している（つまり、Ｒ
ＢＣ／ＢＡＣＴ分類異常フラグが「ＯＮ」である）場合には、赤血球の説明情報として、
「ＲＢＣ／ＢＡＣＴ分類異常」が生成される。また、分析項目名５２ａと粒子数異常情報
５２ｄとが「ＯＮ」であり、その他の表示内容の設定値が「ＯＦＦ」の場合には、分析項
目名と、粒子数異常情報とからなる説明情報が粒子の種類毎に生成される。なお、粒子数
異常情報は、対応する種類の粒子に粒子数異常が生じている場合にのみ説明情報に付加さ
れる。例えば、赤血球数異常が発生している（つまり、赤血球数異常フラグが「ＯＮ」で
ある）場合には、赤血球の説明情報として、「ＲＢＣ粒子数異常」が生成される。
【００８５】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、説明情報をポップアップ表示する（ステップＳ１５５）。説明
情報が付加されたスキャッタグラムを説明する。図１３は、説明情報がポップアップ表示
されたスキャッタグラムの一例を示す図である。図１３には、説明情報の表示内容の設定
値として分析項目名５２ａのみが「ＯＮ」とされている場合の例を示している。図１２に
示すように、ステップＳ１５５の処理では、スキャッタグラムＳ２に表示されているクラ
スターＣ１～Ｃ４の重心位置から線分Ｌ１～Ｌ４が描画され、その線分Ｌ１～Ｌ４の先端
に文字情報によって構成された説明情報が含まれた四角形の領域Ｒ１～Ｒ４が描画される
。これらの説明情報の領域Ｒ１～Ｒ４のうち、白血球に係る説明情報の領域Ｒ２は、スキ
ャッタグラムＳ２の一部に重ねて（重畳して）表示される。つまり、スキャッタグラムＳ
２において領域Ｒ２と重なっている部分は、当該領域Ｒ２によって隠れており、表示され
ない。また、他の領域Ｒ１，Ｒ３，Ｒ４は、スキャッタグラムＳ２が表示されている領域
の外側に表示される。前記線分Ｌ１～Ｌ４は、所定の長さの線分であり、且つ、その延長
線上にステップＳ１５３で算出した各クラスターＣ１～Ｃ４の重心位置を頂点とする多角
形の重心位置Ｇが存在する線分とされる。上記のような位置に説明情報Ｒ１～Ｒ４を表示
することにより、説明情報Ｒ１～Ｒ４によってスキャッタグラムの各クラスターＣ１～Ｃ
４が隠れることが防止され、スキャッタグラムの視認性を阻害することなく、そのスキャ
ッタグラムにおける粒子の分布状態の説明情報が表示される。したがって、ユーザは説明
情報を参照しつつ、スキャッタグラムを確認することができ、スキャッタグラムに現れて
いる粒子の分布状態を容易に把握することができる。
【００８６】
　上記のように、計数値、分類異常情報、及び粒子数異常情報の少なくとも１つが含まれ
る説明情報は、粒子分布図毎に定まる情報であり、粒子分布図の分布状態に応じて変化す
る情報である。即ち、計数値（粒子数）は、スキャッタグラム上に分布している粒子の数
を示す情報であり、分類異常情報は、スキャッタグラムの粒子の分布状態によって分類異
常が生じている場合に、その分類異常を示す情報であり、粒子数異常情報は、スキャッタ
グラム上に出現している特定の種類の粒子の粒子数に異常が生じている場合に、その粒子
数異常を示す情報であるため、これらの情報はスキャッタグラムの分布状態に応じて変化
するものである。
【００８７】
　当該スキャッタグラムからマウスカーソルが外れた（スキャッタグラムの指定が解除さ
れた）ことをＣＰＵ３１ａが検出すると（ステップＳ１５６）、ＣＰＵ３１ａに割り込み
要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムに付加されていた説明情報の表示を終
了し（ステップＳ１５７）、処理を終了する。
【００８８】
　図１４は、ヒストグラムにおける説明情報の表示処理の手順を示すフローチャートであ
る。前記設定データ５のポップアップ表示許可設定５１が「ＯＮ」の場合は、情報処理ユ
ニット３のＣＰＵ３１ａは、ＲＢＣヒストグラム及びＷＢＣヒストグラムの何れかが指定
されたか否かを判定する（ステップＳ１６１）。この処理においては、前述した表示タイ
ミング５３の設定値により定義された指定条件に合致する操作がヒストグラムに対して行
われたときに、ヒストグラムが指定されたことが検出される。そして、ＣＰＵ３１ａがヒ
ストグラムの指定を検出した場合に、ＣＰＵ３１ａに対する割り込み要求が発生し、以下
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の説明情報の表示に関する処理が呼び出される。
【００８９】
　まず、ＣＰＵ３１ａは、設定データ５の計数値５２ｂ及び二峰情報５２ｅの設定値に応
じて説明情報を生成する（ステップＳ１６２）。次に、ＣＰＵ３１ａは、説明情報をポッ
プアップ表示する（ステップＳ１６３）。ステップＳ１６３の処理では、ヒストグラムか
ら線分が描画され、その線分の先端に文字情報によって構成された説明情報が含まれた四
角形の領域が描画される。前記線分は、所定方向へ延びる所定の長さの線分である。例え
ば、設定データ５の表示内容に関する設定値のうち、二峰情報５２ｅが「ＯＮ」であり、
計数値５２ｂの設定値が「ＯＦＦ」の場合には、二峰と判定されたヒストグラムの説明情
報として「二峰」が表示される。
【００９０】
　上記のように、二峰情報が含まれる説明情報は、粒子分布図毎に定まる情報であり、粒
子分布図の分布状態に応じて変化する情報である。即ち、二峰情報は、ヒストグラムの形
態が二峰である場合に、その形態を示す情報であるため、この情報はヒストグラムの分布
状態に応じて変化するものである。
【００９１】
　当該ヒストグラムからマウスカーソルが外れた（ヒストグラムの指定が解除された）こ
とをＣＰＵ３１ａが検出すると（ステップＳ１６４）、ＣＰＵ３１ａに割り込み要求が発
生し、ＣＰＵ３１ａは、ヒストグラムに付加されていた説明情報の表示を終了し（ステッ
プＳ１６５）、処理を終了する。
【００９２】
　次に、上述した説明情報表示の設定データ５を生成する処理（ポップアップ表示設定処
理）について説明する。図１５は、ポップアップ表示設定処理の流れを示すフローチャー
トである。試料分析装置１の情報処理ユニット３にメイン画面又は分析結果画面等が表示
されている状態において、ポップアップ表示設定ダイアログの表示を指示する操作がユー
ザによって行われると、ＣＰＵ３１ａがその操作を受け付け（ステップＳ１７１）、ＣＰ
Ｕ３１ａに割り込み要求が発生し、ＣＰＵ３１ａがポップアップ表示設定ダイアログを表
示する（ステップＳ１７２）。
【００９３】
　図１６Ａ～図１６Ｃは、ポップアップ表示設定ダイアログを示す図である。図１６Ａ～
図１６Ｃに示すように、ポップアップ表示設定ダイアログ６には、「表示の有無」、「表
示内容」、「表示タイミング」とそれぞれ表示された３つのタグ６１ａ～６１ｃが設けら
れている。図１６Ａに示すように、「表示の有無」タグ６１ａが選択されているときは、
２つの選択肢「ポップアップ表示あり」及び「ポップアップ表示なし」が表示される。「
ポップアップ表示あり」の左にはラジオボタン６２ａが、「ポップアップ表示なし」の左
にはラジオボタン６２ｂがそれぞれ表示される。ユーザは、ラジオボタン６２ａ，６２ｂ
の何れかを選択（クリック）することにより、「ポップアップ表示あり」及び「ポップア
ップ表示なし」の何れかを選択することができる。
【００９４】
　図１６Ｂに示すように、「表示内容」タグ６１ｂが選択されているときは、５つの選択
肢「分析項目の項目名」、「計数値」、「分類異常情報」、「粒子数異常情報」、及び「
二峰情報」が表示される。上記５つの選択肢それぞれの左側に１つずつチェックボックス
６３ａ～６３ｅが表示される。これらの選択肢は複数を同時に選択することが可能である
。ユーザは、チェックボックス６３ａ～６３ｅの１又は複数を選択（クリック）すること
により、そのチェックボックスに対応する選択肢を選択することができる。
【００９５】
　図１６Ｃに示すように、「表示タイミング」タグ６１ｃが選択されているときは、３つ
の選択肢「カーソル到達時」、「カーソル到達後（設定値）秒」、及び「クリック時」が
表示される。「カーソル到達時」の左にはラジオボタン６４ａが、「カーソル到達後（設
定値）秒」の左にはラジオボタン６４ｂが、「クリック時」の左にはラジオボタン６４ｃ
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がそれぞれ表示される。ユーザは、ラジオボタン６４ａ～６４ｃの何れかを選択（クリッ
ク）することにより、「カーソル到達時」、「カーソル到達後（設定値）秒」及び「クリ
ック時」の何れかを選択することができる。また、「カーソル到達後（設定値）秒」の表
示においては、「カーソル到達後」の表示の右に入力ボックス６５が表示され、その入力
ボックス６５にカーソル到達してから説明情報が表示されるまでの時間を入力することが
可能になっている。ラジオボタン６４ｂが選択された場合には、この入力ボックスに入力
された時間がカーソル到達から説明情報の表示までの時間として設定される。
【００９６】
　また、図１６Ａ～図１６Ｃに示すように、ポップアップ表示設定ダイアログ６の右下部
分には、「閉じる」ボタン６６が設けられている。
【００９７】
　上記のようなポップアップ表示設定ダイアログ６において、ユーザは説明情報の表示に
関する種々の設定を入力すると、ＣＰＵ３１ａはかかる入力情報を受け付ける（ステップ
Ｓ１７３）。さらに、ユーザが「閉じる」ボタン６６をクリックすると、ＣＰＵ３１ａに
ポップアップ表示設定ダイアログ６の表示終了指示が与えられる。ＣＰＵ３１ａがポップ
アップ表示設定ダイアログ６の表示終了指示を受け付けると（ステップ１７４）、ＣＰＵ
３１ａに割り込み要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは、ステップＳ１７３で受け付けた設定情
報により設定データ５を更新し（ステップＳ１７５）、ポップアップ表示設定ダイアログ
６の表示を終了し（ステップＳ１７６）、処理を終了する。
【００９８】
　（実施の形態２）
　本実施の形態は、スキャッタグラムに現れている粒子のクラスターが指定されたときに
、そのクラスターに対応する粒子の顕微鏡画像を説明情報として表示する試料分析装置で
ある。
【００９９】
　本実施の形態に係る試料分析装置は、粒子の種類毎に粒子の顕微鏡画像のデータをハー
ドディスク３１ｄに記憶している。また、本実施の形態に係る試料分析装置は、説明情報
の表示に関する設定データに、表示内容の設定値（実施の形態１における分析項目名５２
ａ、計数値５２ｂ、分類異常情報５２ｃ、粒子数異常情報５２ｄ、及び二峰情報５２ｅ）
が含まれておらず、説明情報として顕微鏡画像のみを表示する構成となっている。本実施
の形態に係る試料分析装置のその他の構成は、実施の形態１で説明した試料分析装置の構
成と同様であるので、その説明を省略する。
【０１００】
　次に、本実施の形態に係る試料分析装置の説明情報の表示動作について説明する。図１
７は、本実施の形態に係る試料分析装置のスキャッタグラムにおける説明情報の表示処理
の手順を示すフローチャートである。設定データ５のポップアップ表示許可設定５１が「
ＯＮ」の場合は、情報処理ユニット３のＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムＳ１～Ｓ４の
何れかが指定されたか否かを判定する（ステップＳ２５１）。この処理においては、前述
した表示タイミング５３の設定値により定義された指定条件に合致する操作がスキャッタ
グラムに対して行われたときに、スキャッタグラムが指定されたことが検出される。そし
て、ＣＰＵ３１ａがスキャッタグラムの指定を検出した場合に、ＣＰＵ３１ａに対する割
り込み要求が発生し、以下の説明情報の表示に関する処理が呼び出される。
【０１０１】
　ＣＰＵ３１ａは、マウスカーソルがスキャッタグラムの何れのクラスター上に位置して
いるか、即ち、何れのクラスターが指定されているかを検出し（ステップＳ２５２）、指
定されているクラスターに対応する顕微鏡画像をハードディスク３１ｄから読み出す（ス
テップＳ２５３）。次に、ＣＰＵ３１ａは、説明情報として顕微鏡画像をポップアップ表
示する（ステップＳ２５４）。図１８Ａ及び図１８Ｂは、粒子の顕微鏡画像を説明情報と
してポップアップ表示したときのスキャッタグラムの表示例を示す図であり、図１８Ａは
、赤血球の顕微鏡画像が表示されたときの例であり、図１８Ｂは、細菌の顕微鏡画像が表
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示されたときの例である。ステップＳ２５４の処理では、図１８Ａ及び図１８Ｂに示すよ
うに、スキャッタグラムから線分Ｌが描画され、その線分の先端に顕微鏡画像が含まれた
四角形の領域が描画される。図１８Ａは、赤血球のクラスターが指定された場合における
表示例を示している。図１８Ａに示すように、赤血球のクラスターが指定された場合には
、赤血球の顕微鏡画像Ｐ２１が表示される。また、図１８Ｂは、細菌のクラスターが指定
された場合における表示例を示している。図１８Ｂに示すように、細菌のクラスターが指
定された場合には、細菌の顕微鏡画像Ｐ２２が表示される。図１８Ａ及び図１８Ｂにおい
て、線分Ｌは、所定方向へ延びる所定の長さの線分である。
【０１０２】
　当該スキャッタグラムからマウスカーソルが外れた（スキャッタグラムの指定が解除さ
れた）ことをＣＰＵ３１ａが検出すると（ステップＳ２５５）、ＣＰＵ３１ａに割り込み
要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムに付加されていた説明情報の表示を終
了し（ステップＳ２５６）、処理を終了する。
【０１０３】
　また、ヒストグラムが指定された場合にも、上記と同様にヒストグラムに現れている粒
子の種類に応じた顕微鏡画像が説明情報として表示される。ヒストグラムの場合は、スキ
ャッタグラムとは異なり、１つのヒストグラムが１種類の粒子に対応している（ＲＢＣヒ
ストグラムは赤血球に対応し、ＷＢＣヒストグラムは白血球に対応している）ため、マウ
スカーソルがヒストグラム上のどの位置にあるかは検出されず、ヒストグラムが指定され
たことが検出されれば、そのヒストグラムに対応する種類の粒子の顕微鏡画像が読み出さ
れ、説明情報として表示される。
【０１０４】
　上記のように構成することにより、スキャッタグラム上のクラスターに対応する顕微鏡
画像が表示されるため、ユーザは、どのような粒子がスキャッタグラム上でどのように分
布しているのかを容易に理解することができる。
【０１０５】
　（実施の形態３）
　本実施の形態は、粒子分類異常が生じたときに、スキャッタグラム上の粒子分類異常に
対応する箇所を説明する説明情報を表示する試料分析装置である。
【０１０６】
　本実施の形態に係る試料分析装置は、説明情報の表示に関する設定データに、表示内容
の設定値（実施の形態１における分析項目名５２ａ、計数値５２ｂ、分類異常情報５２ｃ
、粒子数異常情報５２ｄ、及び二峰情報５２ｅ）が含まれておらず、粒子分類異常の発生
箇所を説明する説明情報のみを表示する構成となっている。本実施の形態に係る試料分析
装置のその他の構成は、実施の形態１で説明した試料分析装置の構成と同様であるので、
その説明を省略する。
【０１０７】
　次に、本実施の形態に係る試料分析装置の説明情報の表示動作について説明する。図１
９は、本実施の形態に係る試料分析装置のスキャッタグラムにおける説明情報の表示処理
の手順を示すフローチャートである。設定データ５のポップアップ表示許可設定５１が「
ＯＮ」の場合は、情報処理ユニット３のＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムＳ１～Ｓ４の
何れかが指定されたか否かを判定する（ステップＳ３５１）。この処理においては、前述
した表示タイミング５３の設定値により定義された指定条件に合致する操作がスキャッタ
グラムに対して行われたときに、スキャッタグラムが指定されたことが検出される。そし
て、ＣＰＵ３１ａがスキャッタグラムの指定を検出した場合に、ＣＰＵ３１ａに対する割
り込み要求が発生し、以下の説明情報の表示に関する処理が呼び出される。
【０１０８】
　ＣＰＵ３１ａは、指定されたスキャッタグラムに出現している粒子の種類に関連する分
類異常が発生しているか否かを判定する（ステップＳ３５２）。例えば、赤血球と結晶と
が出現しているスキャッタグラムが指定されたときに、ＲＢＣ／Ｘ’ＴＡＬ分類異常フラ



(22) JP 5420203 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

グが「ＯＮ」となっている場合には、スキャッタグラムに出現している粒子の種類に関連
する分類異常が発生していると判定される。ステップＳ３５２において、当該スキャッタ
グラムに関連する分類異常が発生していない場合には（ステップＳ３５２でＮＯ）、ＣＰ
Ｕ３１ａは、処理を終了する。
【０１０９】
　また、ステップＳ３５２において、当該スキャッタグラムに関連する分類異常が発生し
ている場合には（ステップＳ３５２においてＹＥＳ）、ＣＰＵ３１ａは、当該スキャッタ
グラムにおいて分類異常が発生している位置を特定する（ステップＳ３５３）。例えば、
赤血球・結晶分類異常が発生している場合には、スキャッタグラム中の赤血球のクラスタ
ーと結晶のクラスターとの境界が、分類異常が発生している位置として特定される。
【０１１０】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、説明情報を生成する（ステップＳ３５４）。この処理において
は、特定された分類異常の発生しているスキャッタグラム中の位置において当該スキャッ
タグラムを切り取った部分画像を取り込み、その部分画像の拡大画像と「分画異常」とい
う文字列とを含む説明情報を生成する。ＣＰＵ３１ａは、このようにして生成された説明
画像をポップアップ表示する（ステップＳ３５５）。図２０は、分類異常が発生した位置
におけるスキャッタグラムの一部の拡大画像を説明情報としてポップアップ表示したとき
のスキャッタグラムの表示例を示す図である。ステップＳ３５５の処理では、図２０に示
すように、ステップＳ３５３において特定された位置から線分Ｌが描画され、その線分Ｌ
の先端に前記拡大画像が含まれた四角形の領域Ｐ３１が描画される。
【０１１１】
　当該スキャッタグラムからマウスカーソルが外れた（スキャッタグラムの指定が解除さ
れた）ことをＣＰＵ３１ａが検出すると（ステップＳ３５６）、ＣＰＵ３１ａに割り込み
要求が発生し、ＣＰＵ３１ａは、スキャッタグラムに付加されていた説明情報の表示を終
了し（ステップＳ３５７）、処理を終了する。
【０１１２】
　上記のように構成することにより、ユーザは、スキャッタグラム上の分類異常が発生し
ている位置を容易に把握することができる。また、分類異常の発生位置におけるスキャッ
タグラムの一部の拡大画像が表示されるため、ユーザは、分類異常が生じている部分の粒
子の分布状態を容易に確認することができる。
【０１１３】
　（実施の形態４）
　本実施の形態は、ユーザがヒストグラム上の位置を指定したときに、前方散乱光強度（
つまり、粒子の大きさ）がその指定位置に対応する値以下の粒子数を算出し、その算出さ
れた粒子数の当該ヒストグラムに出現している全粒子数に対する割合を求め、当該割合を
含む説明情報を表示する試料分析装置である。
【０１１４】
　本実施の形態に係る試料分析装置は、説明情報の表示に関する設定データに、表示内容
の設定値（実施の形態１における分析項目名５２ａ、計数値５２ｂ、分類異常情報５２ｃ
、粒子数異常情報５２ｄ、及び二峰情報５２ｅ）が含まれておらず、上記の割合を含む説
明情報のみを表示する構成となっている。本実施の形態に係る試料分析装置のその他の構
成は、実施の形態１で説明した試料分析装置の構成と同様であるので、その説明を省略す
る。
【０１１５】
　次に、本実施の形態に係る試料分析装置の説明情報の表示動作について説明する。図２
１は、本実施の形態に係る試料分析装置のヒストグラムにおける説明情報の表示処理の手
順を示すフローチャートであり、図２２は、当該説明情報の表示処理により表示された説
明情報の一例を示す図である。設定データ５のポップアップ表示許可設定５１が「ＯＮ」
の場合は、情報処理ユニット３のＣＰＵ３１ａは、ＲＢＣヒストグラム又はＷＢＣヒスト
グラムが指定されたか否かを判定する（ステップＳ４６１）。この処理においては、前述
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した表示タイミング５３の設定値により定義された指定条件に合致する操作がヒストグラ
ムに対して行われたときに、ヒストグラムが指定されたことが検出される。そして、ＣＰ
Ｕ３１ａがヒストグラムの指定を検出した場合に、ＣＰＵ３１ａに対する割り込み要求が
発生し、以下の説明情報の表示に関する処理が呼び出される。
【０１１６】
　ＣＰＵ３１ａは、マウスカーソルのヒストグラムにおける位置、つまり、ユーザから指
定されたヒストグラム上の位置を検出し（ステップＳ４６２）、図２２に示すように、そ
の位置にカーソル４０２（縦棒）を描画し、ヒストグラムの曲線４０１より下側の領域で
あり、且つ、前記カーソル４０２より前方散乱光強度（横軸の値）が小さい領域４０３を
、例えば黄色で描画して、演算対象となる領域４０３を他の領域と区別して表示する（ス
テップＳ４６３）。ここで、演算対象領域４０３には、粒子の大きさが前記カーソル４０
２の位置に対応する大きさ以下の粒子が含まれる。次に、ＣＰＵ３１ａは、演算対象領域
４０３に含まれる粒子数を演算し（ステップＳ４６４）、その演算結果の粒子数の当該ヒ
ストグラムに出現している全粒子数に対する割合を演算する（ステップＳ４６５）。そし
て、ＣＰＵ３１ａは、ステップＳ４６５によって算出した割合と、カーソル４０２で指示
される前方散乱光強度（チャンネル）とを含む説明情報を生成する（ステップＳ４６６）
。
【０１１７】
　次に、ＣＰＵ３１ａは、説明情報をポップアップ表示する（ステップＳ４６７）。ステ
ップＳ４６７の処理では、ヒストグラム中のカーソル４０２から線分４０４が描画され、
その線分４０４の先端に文字情報によって構成された説明情報が含まれた四角形の領域４
０５が描画される。前記線分４０４は、所定方向へ延びる所定の長さの線分である。
【０１１８】
　当該ヒストグラムからマウスカーソルが外れた（ヒストグラムの指定が解除された）こ
とをＣＰＵ３１ａが検出すると（ステップＳ４６８）、ＣＰＵ３１ａに割り込み要求が発
生し、ＣＰＵ３１ａは、ヒストグラムに付加されていた説明情報の表示を終了し（ステッ
プＳ４６９）、処理を終了する。
【０１１９】
　上記のような構成とすることにより、ユーザは、ヒストグラム中の位置を指定すること
により、前方散乱光強度（つまり、粒子の大きさ）がその指定位置に対応する値以下の粒
子数の全粒子数に対する割合を容易に知ることができる。また、ユーザは、その指定位置
に対応する前方散乱光強度の値（チャンネル）を容易に知ることができる。
【０１２０】
　（実施の形態５）
　本実施の形態は、血液中に含まれる血球を分析してスキャッタグラムを作成し、そのス
キャッタグラムにおける血球の分布状態を説明する説明情報を付加して、前記スキャッタ
グラムを表示する試料分析装置である。
【０１２１】
　本実施の形態に係る試料分析装置は、光学式フローサイトメトリー方式の多項目血球分
析装置であり、血液試料に含まれる血球に関して側方散乱光強度、蛍光強度等を取得し、
これらに基づいて試料中に含まれる白血球を５種類（単球、好中球、好酸球、好塩基球、
及びリンパ球）に分類し、このように分類された白血球が種類毎に色分けされたスキャッ
タグラムを作成し、これを表示する。
【０１２２】
　また、本実施の形態に係る試料分析装置は、表示したスキャッタグラム上にマウスカー
ソルが位置する等、スキャッタグラムを指定する操作を受け付けた場合に、そのスキャッ
タグラム上に出現している粒子の分布状態を説明する説明情報をポップアップ表示するよ
うに構成されている。
【０１２３】
　図２３Ａは、本実施の形態に係る試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したとき
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のスキャッタグラムの表示例を示す図である。本実施の形態に係る試料分析装置は、スキ
ャッタグラムの指定を検出し、且つ、マウスカーソルがスキャッタグラムの何れのクラス
ター上に位置しているかを検出したときに、その指定されたクラスターに対応する粒子の
種類を説明する説明情報をポップアップ表示する。図２３Ａに示すように、スキャッタグ
ラム５０１の中に５つのクラスター５０２ａ～５０２ｅが表示されており、マウスカーソ
ル５０３がクラスター５０２ａ上に位置している場合には、当該クラスター５０２ａに対
応する白血球の種類である「Ｍｏｎｏ（単球）」の文字列と、そのクラスターの粒子数の
文字列とからなる説明情報５０４がスキャッタグラム上に重ねられて表示される。本実施
の形態では、マウスカーソル５０３の矢印の基端部分に説明情報５０４の左上隅部が重な
るようにして、マウスカーソル５０３の近傍に説明情報５０４が表示される。
【０１２４】
　（その他の実施の形態）
　なお、上述した実施の形態１においては、説明情報を１行の文字列で表示する構成につ
いて述べたが、これに限定されるものではない。説明情報を１行で表示するだけでなく、
所定よりも文字数が多い場合は、所定文字数で改行し、複数行で表示してもよい。また、
説明情報に含まれる項目（分析項目名、計数値、分類異常情報、粒子数異常情報、及び二
峰情報）毎に改行し、複数行により表示してもよい。
【０１２５】
　また、上述した実施の形態１においては、二峰情報として「二峰」という表示を行う構
成について述べたが、かかる説明情報は二峰であることをユーザに説明するための情報で
あればよく、これに限定されるものではない。ヒストグラムの２つのピークの位置にそれ
ぞれ「ピーク１」、「ピーク２」等のピークであることを示す説明情報を表示することも
可能であるし、これらのピークの位置にそのピーク位置における前方散乱光強度（チャン
ネル数）を示す説明情報を表示することも可能である。
【０１２６】
　また、上述した実施の形態１においては、スキャッタグラム中の各クラスターの重心位
置から所定の長さの線分を、前記各クラスターの重心位置を頂点とする多角形の重心位置
から離反する方向へ延ばして描画し、その先端に説明情報を描画する構成について述べ、
また、実施の形態２においては、所定方向に所定長さだけ延びる線分を描画し、その先端
に説明情報を描画する構成について述べたが、これらに限定されるものではない。スキャ
ッタグラム又はヒストグラムを複数の領域に区分し、線分の基端が属する領域によって、
その線分の長手方向を定める構成としてもよい。例えば、スキャッタグラムの縦方向及び
横方向の中央線によってスキャッタグラムを４つの領域に区分け、右上の領域に線分の基
端が属する場合には、その線分の長手方向を右方向とし、右下の領域に線分の基端が属す
る場合には、その線分の長手方向を下方向とし、左下の領域に線分の基端が属する場合に
は、その線分の長手方向を左方向とし、左上の領域に線分の基端が属する場合には、その
線分の長手方向を上方向としてもよい。このとき、線分の基端から先端へと向かう方向が
、スキャッタグラムから離れる方向となることが好ましい。例えば、右上の領域であれば
、線分の基端から先端へと向かう方向が右方向又は上方向であれば、その線分がスキャッ
タグラムを横切ることが防止され、スキャッタグラムの視認性を阻害することが抑制され
る。また、線分の長さにもよるが、スキャッタグラムの外側に線分の先端が位置すること
が多くなり、このため線分の先端に描画される説明情報がスキャッタグラムの外側に位置
するか、重なったとしてもスキャッタグラムの端部で重なる場合が多くなる。これにより
、説明情報によりスキャッタグラムが隠されることが防止され、スキャッタグラムの視認
性を阻害することが抑制される。
【０１２７】
　また、上述した実施の形態１においては、スキャッタグラム中の各クラスターの重心位
置を決定し、その重心位置から線分を描画し、その線分の先端に説明情報を表示する構成
について述べたが、これに限定されるものではない。クラスターの位置を示す代表位置と
して、クラスターの内部の位置であればどのような位置を採用してもよい。クラスターに
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属する１つの粒子の位置を、クラスターの代表位置として決定し、その位置から延びる線
分を描画し、その先端に説明情報を表示することもできるし、クラスターに属する粒子の
各位置の平均を求め、その位置をクラスターの代表位置とし、その位置から延びる線分を
描画し、その先端に説明情報を表示することもできる。
【０１２８】
　また、上述した実施の形態１においては、スキャッタグラム中の各クラスターの重心位
置を基端とする線分を描画し、その先端に説明情報を描画することにより、説明情報を前
記クラスターと関連づけて表示する構成について述べたが、これに限定されるものではな
い。クラスターの代表位置と関連づけて説明情報が表示される態様であればよく、クラス
ターを代表する位置（重心位置等）に直接説明情報を重畳表示することもできるし、説明
情報を含む吹き出しを、クラスターを代表する位置を指示するように、即ち、吹き出しか
ら突出する三角状の先鋭部の先端が前記代表位置に位置するように表示することもできる
。
【０１２９】
　また、上述した実施の形態２においては、説明情報として粒子の顕微鏡画像のみが表示
される構成について述べたが、これに限定されるものではなく、顕微鏡画像に加えて、分
析項目名、計数値、分類異常情報、及び／又は粒子数異常情報等を説明情報として表示す
ることも可能である。
【０１３０】
　また、実施の形態３においては、分類異常が発生している位置におけるスキャッタグラ
ムの一部の拡大画像を含む説明情報をポップアップ表示する構成について述べたが、これ
に限定されるものではない。分類異常が生じていることを認識することができる表示であ
れば、説明情報はどのような情報であってもよく、例えば、「分類異常」という文字のみ
が表示される構成であってもよい。
【０１３１】
　また、上述した実施の形態４においては、ユーザがヒストグラム上の位置を指定したと
きに、前方散乱光強度（つまり、粒子の大きさ）がその指定位置に対応する値以下の粒子
数を算出し、その算出された粒子数の当該ヒストグラムに出現している全粒子数に対する
割合を求め、当該割合を含む説明情報を表示する構成について述べたが、これに限定され
るものではない。前方散乱光強度がその指定位置に対応する値以上の粒子数を算出し、そ
の算出された粒子数の当該ヒストグラムに出現している全粒子数に対する割合を求め、当
該割合を含む説明情報を表示する構成としてもよい。また、指定されたヒストグラムにお
ける前方散乱光の所定の範囲（例えば、所定の下限値及び上限値の間の範囲）の粒子数を
算出し、その算出された粒子数の当該ヒストグラムに出現している全粒子数に対する割合
を求め、当該割合を含む説明情報を表示する構成としてもよい。
【０１３２】
　また、上述した実施の形態５においては、図２３Ａに示すような説明情報をポップアッ
プ表示する構成について述べたが、これに限定されるものではない。図２３Ｂ～図２３Ｄ
は、試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したときのスキャッタグラムの表示の他
の例を示す図である。試料分析装置が、スキャッタグラムの指定を検出したときに、図２
３Ｂに示すように、各クラスターから、当該クラスターに対応する粒子の種類名、及び粒
子数を含む説明情報をそれぞれ表示する構成としてもよいし、図２３Ｃに示すように、各
クラスターから、当該クラスターに対応する粒子の種類名と、そのクラスターの重心座標
とを含む説明情報を表示してもよい。これらの場合において、各クラスターの重心位置か
ら実施の形態１において説明した線分と同様の方向へ延びる線分を描画し、その線分の先
端に説明情報を表示することができる。
【０１３３】
　また、図２３Ｄに示すように、複数の試料のスキャッタグラムを並べて表示する構成と
し、何れかのスキャッタグラムが指定されたときに、それぞれのスキャッタグラムにおけ
る粒子の分布状態を説明する説明情報を全てのスキャッタグラムにそれぞれ付加して表示
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してもよい。
【０１３４】
　また、上述した実施の形態においては、１つのコンピュータ３ａのＣＰＵ３１ａに分析
プログラム３４ａを実行させることにより、このコンピュータ３ａを情報処理ユニット３
として機能させる構成について述べたが、これに限定されるものではなく、分析プログラ
ム３４ａと実質的に同一の処理を実行するための専用のハードウェア回路により情報処理
ユニットを構成することもできる。
【０１３５】
　また、上述した実施の形態においては、スキャッタグラム又はヒストグラム上に説明情
報をポップアップ表示させる構成について述べたが、これに限定されるものではなく、ス
キャッタグラム又はヒストグラムを作成する際に、説明情報をスキャッタグラム又はヒス
トグラム上の位置（例えば、右上隅等の所定位置、又は、クラスターの位置に応じて決定
された位置に埋め込んだ状態のスキャッタグラム又はヒストグラムを作成し、これらを表
示する構成としてもよい。
【０１３６】
　また、上述した実施の形態においては、別個に設けられた測定ユニットと情報処理ユニ
ットによって試料分析装置が構成される場合について述べたが、これに限定されるもので
はなく、測定ユニットの機能と情報処理ユニットの機能とを一体で備えた試料分析装置と
してもよい。
【０１３７】
　また、上述した実施の形態においては、単一のコンピュータ３ａにより分析プログラム
３４ａの全ての処理を実行する構成について述べたが、これに限定されるものではなく、
上述した分析プログラム３４ａと同様の処理を、複数の装置（コンピュータ）により分散
して実行する分散システムとすることも可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１３８】
　本発明の試料分析装置、粒子分布図表示方法、及びコンピュータプログラムは、粒子を
含む試料を分析することにより粒子分布図を生成し、粒子分布図を表示する試料分析装置
及び粒子分布図表示方法、並びに、コンピュータに粒子分布図を表示させるコンピュータ
プログラムとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１３９】
【図１】実施の形態１に係る試料分析装置の構成の概要を示す斜視図。
【図２】測定ユニットの構成を示すブロック図。
【図３】光学検出部の構成を示す模式図。
【図４】情報処理ユニットの構成を示すブロック図。
【図５Ａ】情報処理ユニットによる測定開始指示動作の流れを示すフローチャート。
【図５Ｂ】試料分析装置の試料の分析動作における測定ユニットによる試料の測定動作の
流れを示すフローチャート。
【図５Ｃ】試料分析装置の試料の分析動作における情報処理ユニットによる測定データ解
析動作の流れを示すフローチャート。
【図６】情報処理ユニットによる測定データの処理の手順を示すフローチャート
【図７Ａ】横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（低感度）（ＦＬＬ）
とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）とした場合のスキャッタグラム。
【図７Ｂ】横軸を第１測定試料を測定したときに得られた側方散乱光強度（ＳＳＣ）、縦
軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）としたときのスキャッタグラム。
【図７Ｃ】横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（ＦＬＨ）
とし、縦軸をその前方散乱光強度（ＦＳＣ）としたときのスキャッタグラム。
【図７Ｄ】横軸を第１測定試料を測定したときに得られた蛍光信号の幅（蛍光幅、ＦＬＬ
Ｗ）とし、縦軸をその第２の蛍光幅（蛍光幅２、ＦＬＬＷ２）としたときのスキャッタグ
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ラム。
【図７Ｅ】横軸を第２測定試料を測定したときに得られた蛍光強度（高感度）（Ｂ－ＦＬ
Ｈ）とし、縦軸をその前方散乱光強度（高感度）（Ｂ－ＦＳＣ）としたときのスキャッタ
グラム。
【図８】分類異常の判定処理の手順を示すフローチャート。
【図９】粒子数異常の判定処理の手順を示すフローチャート。
【図１０】分析結果画面の一例を示す模式図。
【図１１】説明情報表示に関する設定データの構造を模式的に示す図。
【図１２】スキャッタグラムにおける説明情報の表示処理の手順を示すフローチャート。
【図１３】説明情報がポップアップ表示されたスキャッタグラムの一例を示す図。
【図１４】ヒストグラムにおける説明情報の表示処理の手順を示すフローチャート。
【図１５】ポップアップ表示設定処理の流れを示すフローチャート。
【図１６Ａ】ポップアップ表示設定ダイアログを示す図。
【図１６Ｂ】ポップアップ表示設定ダイアログを示す図。
【図１６Ｃ】ポップアップ表示設定ダイアログを示す図。
【図１７】実施の形態２に係る試料分析装置のスキャッタグラムにおける説明情報の表示
処理の手順を示すフローチャート。
【図１８Ａ】赤血球の顕微鏡画像を説明情報としてポップアップ表示したときのスキャッ
タグラムの表示例を示す図。
【図１８Ｂ】細菌の顕微鏡画像を説明情報としてポップアップ表示したときのスキャッタ
グラムの表示例を示す図。
【図１９】実施の形態３に係る試料分析装置のスキャッタグラムにおける説明情報の表示
処理の手順を示すフローチャート。
【図２０】分類異常が発生した位置におけるスキャッタグラムの一部の拡大画像を説明情
報としてポップアップ表示したときのスキャッタグラムの表示例。
【図２１】実施の形態４に係る試料分析装置のヒストグラムにおける説明情報の表示処理
の手順を示すフローチャート。
【図２２】ヒストグラムにおける説明情報の表示処理により表示された説明情報の一例を
示す図。
【図２３Ａ】実施の形態５に係る試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したときの
スキャッタグラムの表示例を示す。
【図２３Ｂ】試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したときのスキャッタグラムの
表示の他の例を示す図。
【図２３Ｃ】試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したときのスキャッタグラムの
表示の他の例を示す図。
【図２３Ｄ】試料分析装置が説明情報をポップアップ表示したときのスキャッタグラムの
表示の他の例を示す図。
【符号の説明】
【０１４０】
　　１　　　試料分析装置
　　２　　　測定ユニット
　　３　　　情報処理ユニット
　２１　　　試料分配部
　２２　　　試料調製部
　２３　　　光学検出部
　３０　　　信号処理回路
　３ａ　　　コンピュータ
　３１ｄ　　　ハードディスク
　３１ｅ　　　読出装置
　３１ｈ　　　画像出力インタフェース
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　３２　　　画像表示部
　３４　　　可搬型記録媒体
　３４ａ　　　分析プログラム
　４　　　分析結果画面
　４１　　　検体属性情報表示部
　４２　　　数値データ表示部
　４３　　　コメント表示部
　４４　　　粒子分布図表示部
　５　　　設定データ
　Ｒ１～Ｒ４　　　説明情報
　Ｓ１～Ｓ４　　　スキャッタグラム
　Ｌ１～Ｌ４，Ｌ　　　線分

【図１】 【図２】
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